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14面／野草の里 やまうら
　　　 「山浦ハーブティー」

プレゼント

　今年5月の大分公演で、圧倒的な和太鼓

パフォーマンスでファンを魅了した「ＤＲＵＭ 

ＴＡＯ」。そんなＴＡＯのパフォーマンスを

身近で感じられるのが、竹田市久住町の

「ＴＡＯの丘」です。阿蘇くじゅう国立公園

の絶景を一望できる常設の野外劇場で繰

り広げられる日替わりのライブは、一見の

価値あり！　さらに、メンバー全員が本拠

地「ＴＡＯの里」に集まり、ファンとの交流

を深める一大野外イベント「ＴＡＯの夏フェ

ス」が、今年も8月7日（木）～24日（日）開

催されます。大分市よりちょっぴり涼しい

夏のくじゅう高原で、TAOの熱いパフォー

マンスを楽しんでみませんか。

[13・14面に関連情報]

2・3面／福祉と働くを考える

特  集

阿蘇くじゅうの絶景を一望
野外劇場「ＴＡＯの丘」

楽しもう!楽しもう!楽しもう!楽しもう!
夏のくじゅう高原を

ド ラ ム

タ オ

4面／夏まつりシーズン到来!!
5面／【新連載】鄙の談義
6面／府内探訪

かみ風船若松通店

ピックアップ
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働
く

考
え
る

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、働
く
機
会
を
生
み
出
す
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
は
、誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
と
っ
て
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
働
き
方
は
、社
会

的
・
経
済
的
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
な
が
り
、社
会
貢
献
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。全
て
の
人
の「
働
き
た
い
！
」と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、誰

も
が
活
躍
で
き
る
優
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
輪
は
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
一
般
企

業
で
の
就
労
が
難
し
い
人
に
対
し
て
、
働

く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
一
般
就
労

に
向
け
た
訓
練
を
行
う
施
設
で
す
。

就
労
継
続
支
援
事
業
所
と
は

福
祉

と

を

A
型
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
と
正
式
な

雇
用
契
約
を
結
び
、
最
低
賃
金
以
上
の
報

酬
が
保
証
さ
れ
る
な
ど
、
通
常
の
職
場
環

境
に
近
い
就
業
体
験
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

B
型
事
業
所

雇
用
契
約
を
結
ば
ず
、
作
業
に
対
す
る
工

賃
が
支
払
わ
れ
る
代
わ
り
に
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
働
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

社会福祉法人豊肥福祉会 
就労継続支援Ｂ型・共同生活援助 ひかり
大分市田尻92-1　TEL.097-535-8788

　
　
　

屋
内
で
の
文
房
具
の
部
品
組

　
　
　

立
や
、
包
装
、
菓
子
メ
ー
カ
ー

の
箱
折
り
の
ほ
か
、
屋
外
作
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
ひ
か
り
。
ビ
ル
や
老
人

ホ
ー
ム
、
旅
館
な
ど
の
清
掃
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
は
じ
め
、
車
の
部
品
解
体
や
農
作

業
補
助
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
ま
で
幅
広
く

行
っ
て
い
ま
す
。「
外
の
空
気
を
吸
う
こ

と
で
気
分
転
換
に
な
る
」と
利
用
者
に

も
好
評
。
体
調
に
配
慮
し
、
無
理
の
な

い
よ
う
事
故
に
気
を
つ
け
て
作
業
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
月
１
回
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
み
の
一つ
で
、
外
食
や

レ
ク
弁
当
、
施
設
見
学
、
卓
球
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事業所
より 就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
共
同
生
活
援
助 
ひ
か
り

文
房
具
組
立
・
箱
折
り
・
施
設
メ
ン
テ
・
部
品
解
体
な
ど

一
人
ひ
と
り
が
元
気
に

光
り
輝
く
心
を
こ
め
た
仕
事
を

NPO法人 こんぺいとう企画
別府市弓ヶ浜町1-28-301
メール.info@kompeito.org

　
　
　

詩
人
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
豆
塚
エ

　
　
　

リ
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ん
ぺい
と
う
企
画
。
昨
年
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、「
も

く
も
く
ラ
イ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
開
講
し
ま

し
た
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、
障
害
や
病

気
な
ど
で
外
で
働
く
こ
と
が
難
し
い
人

た
ち
を
対
象
に
、
在
宅
で
も
で
き
る
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
学
べ
ま
す
。

卒
業
生
に
は
記
事
作
成
代
行
や
、
５
月

開
設
の
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
Ａｒ
ｉｃａ（
ア

リ
カ
）の
執
筆
な
ど
の
仕
事
も
提
供
可

能
。
ま
た
、
今
夏
に
は
大
分
市
で
、
動

画
制
作
や
記
事
作
成
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
管
理
な

ど
を
行
う
就
労
継
続
支
援
B
型「
ぺ
ん

ぎ
ん
ク
リ
エ
イ
ツ
」を
開
所
予
定
で
す
。

事業所
より

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

こ
ん
ぺ
い
と
う
企
画

記
事
作
成
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
管
理
・
動
画
作
成
・
文
字
起
こ
し
な
ど

寄
り
道
が
居
場
所
に

つ
な
が
る
社
会
へ

　
　
　

野
菜
の
袋
詰
め
や
Ｄ
М
封
入
、
旗
た

　
　
　

た
み
、
箱
折
り
な
ど
、
屋
内
で
の
軽
作

業
が
中
心
。
種
類
に
応
じ
て
袋
詰
め
し
た
野
菜

は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。「
長
く
同
じ
作
業
を

続
け
る
と
飽
き
る
の
で
、
途
中
で
別
の
仕
事
を

入
れ
る
な
ど
し
て
、
気
分
転
換
を
図
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」と
ス
タ
ッ
フ
。
作
業
の
ほ
か
に
も
、

月
1
回
み
ん
な
で
外
食
を
す
る
ラ
ン
チ
レ
ク
や
、

隔
月
で
美
容
師
が
カ
ッ
ト
に
来
て
く
れ
る「
ル
チ
ア

美
容
室
」な
ど
も
あ
り
、
利
用
者
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

事業所
より

Instagram ホームページ

就労継続支援Ｂ型事業所 ルチア
大分市大洲浜1-8-19
TEL.097-578-7862

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

ル
チ
ア

野
菜
の
袋
詰
め
・
Ｄ
М
封
入
・
旗
た
た
み
な
ど

「
人
は
宝
」

笑
顔
で
毎
日
楽
し
く
！
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N
P
O
法
人
み
ん
な
の
あ
お
ぞ
ら

就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー 

あ
お
ぞ
ら

大
分
市
萩
原
1-

9-

1

Ｔ
Ｅ
Ｌ.

0
9
7-

5
5
8-

8
2
8
5

　
　
　

昨
年
あ
お
ぞ
ら
は
、
丸
紅
基
金
か
ら
の

　
　
　

社
会
福
祉
助
成
金
で
大
型
焙
煎
機
を

導
入
。
本
格
的
に
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
の
製
造
・

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選
別
か

ら
計
量
、
焙
煎
、
粉
末
化
、
パ
ウ
チ
封
入
、
シ

ー
ル
貼
り
、
後
片
付
け
ま
で
、
利
用
者
が
ス
タ
ッ

フ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
種
類
や
煎
り
方
を

お
好
み
で
注
文
で
き
る
と
好
評
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー

も
増
加
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
記
念
品
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
、
包
装
へ
の
オ
ー
ダ
ー
印
刷
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
名
刺
作
成
や
さ
ま
ざ

ま
な
内
職
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事業所
より 自

家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
販
売
・

お
菓
子
包
装
・
名
刺
作
成
な
ど

「OITA CITY PRESS」を発行する大分団地新聞社では、就労継続支援事業所とパートナーシップを結び、ポスティングや草刈り業務などで提携。
最終的に一般就労を目指す利用者の就労機会の拡大と、生活の質の向上を目指しています。パートナー事業所も随時募集中です。

社会福祉法人つわ蕗会
障がい福祉サービス事業所つわぶき園
大分市顕徳町3-2-21TEL.097-536-3430

　
　
　

調
理
作
業
に
力
を
入
れ
て
い
る

　
　
　

つ
わ
ぶ
き
園
は
昨
年
、
調
理

室
と
設
備
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
。「
安
心
・
安

全
・
体
に
優
し
い
お
弁
当
」を
テ
ー
マ
に
、

栄
養
士
考
案
の
日
替
弁
当
を
作
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

盛
り
つ
け
や
配
達
、
弁
当
容
器
の
回

収
、
翌
日
の
仕
込
み
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
に
官
公
庁
や
Ｂ
型
事
業
所

な
ど
か
ら
の
予
約
注
文
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
老
人
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団

体
か
ら
の
大
口
注
文
も
相
談
に
応
じ
る

と
の
こ
と
。
そ
の
ほ
か
に
も
箱
折
り
や

し
い
た
け
の
軸
取
り
な
ど
の
屋
内
作

業
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
屋
外
作
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。

事業所
より

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

つ
わ
ぶ
き
園

お
弁
当
づ
く
り
・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
箱
折
り
な
ど

自
分
ら
し
く
働
こ
う
!!

社会福祉法人幸福会
就労支援B型事業所やまびこ広場 
大分市片島1089番地
TEL.097-567-1836  TEL.097-567-1836

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
除
草
や
ビ
ル
メ
ン
テ

　
　
　

ナ
ン
ス
な
ど
の
屋
外
作
業
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

利
用
者
の
体
力
や
体
調
な
ど
を
考
慮

し
て
、
徐
々
に
屋
内
作
業
メ
イ
ン
に
変

更
。
部
品
の
組
み
立
て
な
ど
、
各
種

簡
易
的
な
内
職
系
作
業
や
箱
折
り
、

チ
ラ
シ
折
り
込
み
な
ど
が
主
な
作
業
で

す
。
特
に
包
装
や
箱
折
り
な
ど
は
細
部

ま
で
手
を
抜
か
ず
、
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

で
納
品
す
る
よ
う
、
利
用
者
・ス
タ
ッ
フ

一
同
で
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。「
大

口
の
注
文
に
も
対
応
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
」と
ス
タ
ッ
フ
。

事業所
より 就
労
支
援
B
型
事
業
所 

や
ま
び
こ
広
場

箱
折
り
・
チ
ラ
シ
折
り
込
み
な
ど
屋
内
仕
事

楽
し
く
、元
気
に
！

希
望
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
！

が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
、

あ
き
ら
め
な
い
！

　クリーニングの洗濯物たたみや商品の
梱包、中古事務機器メンテ、ホテルメンテ
など幅広い作業を行っています。過去には
A型や一般企業への就労を実現した人
もいます。お弁当、送迎無料。

就労継続支援B型 アップライト
大分市新栄町5-23
TEL.097-556-8201

洗濯物たたみ・梱包
・ホテルメンテなど

A
型
・一
般
企
業
へ
の

就
労
実
績
あ
り
！

部品作り・アメニティグッズ袋詰めなど内職中心

で
き
る
！ 

働
く
こ
と

楽
し
む
こ
と

　チラシ折りなどの内職をはじめ、編み物
やレジン、水引など自社ブランド製品制作
などの作業が中心。パソコン教室や外部
講師による各種教室など、働きながら「学
ぶ」ことにも力を入れています。

就労継続支援B型作業所 サマン春日
大分市中春日6-5
TEL.097-547-9217

内職・自社ブランド
製品制作など

〝
今
日
1
日
こ
こ
で

過
ご
し
て
よ
か
っ
た
〞と

思
え
る
た
め
に

　サマンの木は、室内での内職作業が
中心です。電線コードの分別やＤМのシ
ール貼り、ホテルのアメニティグッズの袋詰
めなど、軽微なものから複雑な作業まで、
障がいの程度に応じて選べます。

就労継続支援B型作業所 サマンの木
大分市泉町12-12
TEL.097-578-8855

　併設の保護猫施設「ニャンコ希望が
丘」で、エサやりや水替え、清掃などのネコ
業務を行なっています。また、内職委託業
務や手工芸での雑貨制作、パソコン作業、
物品制作などもあります。

就労継続支援B型作業所ワークプレイス bホープ
大分市希望が丘1-1045-21
TEL.097-574-4712

猫の世話・雑貨制作など

と
も
に
生
き
る
。

と
も
に
働
く

就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら

第772号［3］  令和7年7月1日



　

富
士
見
が
丘
連
合

自
治
会
は
５
月
25

日
、
横
瀬
小
学
校
で

球
技
大
会
を
開
催
し

た
。

　

住
民
１
６
０
人
が

参
加
。
運
動
場
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
体
育
館
で
は

昨
年
に
続
き
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
東
西
対
抗

の
団
体
戦
と
個
人
戦

で
行
い
、
団
体
戦
は

東
チ
ー
ム
が
、
個
人

戦
は
髙
木
松
生
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

た
。

　

昨
年
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
多
く
参
加

し
た
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
は
、
24
チ
ー
ム

が
和
気
あ
い
あ
い
と

各
４
試
合
ず
つ
競
技

を
行
い
、
東
３
丁
目

の「
か
わ
ち
ゃ
ん
」チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
。


Ë�œ�_�U�p�p�•�U�G�q�y

　

ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
時
期
は
、
気
温
の
上
昇

に
適
応
で
き
ず
、
熱
中
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
夏
季
の
熱
中
症
に
関

す
る
救
急
出
場
は
５
２
０

件
で
、
そ
の
約
７
割
が
高

齢
者
の
救
急
搬
送
で
し
た
。

室
内
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
、
環
境
に
よ
っ
て
は
熱
中

症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�y �ë�ä�¤	±�'�w�w�Ù� �ï�Ä�ì�~
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ð
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熱
中
症
に
な
っ
た
時

の
応
急
処
置
の
基
本

は
、
休
息
・
水
分
補
給
・

冷
却
で
す
。
あ
わ
て
ず

処
置
を
行
い
ま
し
ょ

う
。（
大
分
市
救
急
救

命
課
救
命
指
導
担
当

班
）
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横
瀬
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
は
６
月
１
日
、
横
瀬

地
区
公
民
館
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
い
た
。

　

社
協
の
活
動
を
住
民
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
地
域
と
つ
な
が
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
、
今
年
で
３
回
目
。
自

治
会
の
回
覧
や
P
T
A
の

協
力
で
広
報
を
行
い
、
横

瀬
地
区
の
14
団
体
・
個
人

が
出
店
。
採
れ
た
て
の
新

鮮
野
菜
や
手
作
り
品
、
古

着
、
食
器
、
文
具
、
お
も

ち
ゃ
、
古
本
、
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
も
の
を
並
べ
て

販
売
。
ま
た
、
輪
投
げ
な

ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
、

手
づ
く
り
の
ネ
コ
バ
ス
試
乗

体
験
な
ど
も
あ
り
、
多
く

の
住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

横
瀬
地
区
社
協
で
は
、

日
常
生
活
や
家
庭
で

の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
な
ど
を
手
伝
う

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

中
。
連
絡
は
富
士
見

が
丘
「
Ｅ
ｅ
助
っ
人

（
エ
ー
ス
ケ
ッ
ト
）」
電

話
０
７
０
・
３
３
３

４
・
６
０
１
１
、
緑

が
丘「
Ｂ
ｅ
助
っ
人（
ビ

ス
ケ
ッ
ト
）」
電
話
０

９
０
・
６
６
３
１
・

３
８
０
０
へ
。
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江
戸
時
代
の
俳
人
、
小

林
一
茶
が
詠
ん
だ
俳
句
に

「
雀
の
子
地
蔵
の
袖
に
か
く

れ
け
り
」
と
い
う
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
句
が
あ
り
ま
す
。
昔

か
ら
お
地
蔵
さ
ん
は
、
子
ど

も
の
守
り
神
と
し
て
庶
民
の

間
に
信
仰
が
広
が
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
昭
和
30

年
代
に
は
、
お
地
蔵
さ
ん
に

関
す
る
曲
が
流
行
っ
た
そ
う

で
す
。
美
空
ひ
ば
り
が
「
こ

れ
こ
れ 

石
の
地
蔵
さ
ん 

西

へ
行
く
の
は 

こ
っ
ち
か
え…

」

と
歌
う
「
花
笠
道
中
」
も

そ
の
中
の
一つ
で
す
。
そ
の
時

代
に
な
ぜ
流
行
っ
た
の
か
調

べ
ま
し
た
が
、
雑
誌
等
で
の

評
論
記
事
に
た
ど
り
着
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
麦
」
グ
ル
ー

プ
が
、
松
岡
地
区
の
大
野
川

周
辺
を
散
策
し
て
い
る
時
、

大
津
留
天
満
社
境
内
で
「
八

角
地
蔵
塔
」
に
巡
り
合
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
六
地
蔵
や

六
角
地
蔵
塔
は
鶴
崎
地
域
の

古
い
地
区
で
見
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
八
角
地
蔵
塔
を
見

た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
で
手
分
け
し

て
、
図
書
館
や
古
本
屋
で
大

分
の
地
蔵
に
関
す
る
資
料
を

漁
り
ま
し
た
。
古
書
店
で
購

入
し
た
中
で
、
県
庁
の
職
員

の
阿
部
豊
一
氏
が
昭
和
50
年

に
出
版
さ
れ
た
「
大
分
の
地

蔵
た
ち
」、
同
じ
く
昭
和
56

年
出
版
の
「
ふ
る
さ
と
の
お

地
蔵
さ
ん
」
は
、
県
内
の
地

蔵
の
資
料
と
し
て
秀
逸
で
し

た
。
ほ
か
に
も
別
府
大
学
の

賀
川
光
夫
氏
ら
に
よ
る
昭

和
41
年
編
集
発
行
の
「
大

分
の
庶
民
仏
教
」
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

�×
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前
述
の
３
冊
に
は
、
い
く

つ
か
の
六
（
角
）
地
蔵
塔
に

つ
い
て
、
所
在
地
や
石
塔
が

写
真
付
き
で
詳
し
く
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
八
角

地
蔵
塔
に
つ
い
て
の
紹
介
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
と
も
と
多
く
の
仏
様
の

中
で
、
庶
民
に
な
じ
み
深
い

の
が
お
地
蔵
さ
ん
で
す
。
道

端
や
寺
社
の
境
内
で
今
で
も

見
か
け
ま
す
。
六
角
地
蔵

塔
は
柱
面
に
六
体
の
地
蔵

尊
を
彫
刻
し
た
石
像
を
指

し
ま
す
が
、「
六
道
救
済
」

（
地
獄
、餓
鬼
、畜
生
、修
羅
、

人
間
、
天
）
に
特
化
し
た
信

仰
形
態
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
八
角

地
蔵
塔
は
、
八
面
に
地
蔵

尊
を
彫
り
込
ん
で
お
り
、
六

道
を
超
え
て
八
方
に
遍
く
救

済
の
手
を
差
し
伸
べ
る
地
蔵

の
象
徴
と
言
わ
れ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
遭
遇
し
た
大

津
留
天
満
社
の
「
八
角
地

蔵
塔
」
の
由
緒
に
つ
い
て
、

詳
し
い
話
を
聞
く
機
会
を

持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

台
座
の
新
し
さ
か
ら
地
域
の

改
修
工
事
に
合
わ
せ
、
現
在

地
に
移
転
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
詳
し
い
伝
承
を
知
っ

て
い
る
方
は
大
分
団
地
新
聞

社
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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（
日
）＝
自
治
会
手
作
り
屋
台
の
ほ

か
、
大
分
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
や
、
デ
ィ
ア
フ
レ
ン
ズ
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
予
定
。
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７
月
23

日
（
水
）＝
加
藤
清
正
公
の
命
日
に

ち
な
ん
だ
法
要
行
事
で
、
千
灯
明
や

豆
茶
接
待
、
お
囃
子
の
演
奏
や
影

絵
の
投
影
、
歩
行
者
天
国
な
ど
を
予

定
。
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７
月
26
日

（
土
）＝
ス
テ
ー
ジ
を
覆
う
巨
大
テ
ン

ト
が
名
物
。
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
院
内

童
龍
太
鼓
演
奏
、
高
崎
音
頭
な
ど

を
予
定
。
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７
月
26
日

（
土
）＝
住
民
有
志
に
よ
る
演
芸
ス

テ
ー
ジ
や
神
楽
、
ふ
る
さ
と
踊
り
な

ど
を
予
定
。
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７
月
27

日
（
日
）＝
子
ど
も
み
こ
し
、
庄
内

神
楽
、
盆
踊
り
、
愛
虹
会
に
よ
る
竹

燈
籠
飾
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
を

予
定
。
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７
月
27
日

（
日
）＝
稙
田
地
域
の
伝
統
行
事
「
柱

松
」
を
メ
イ
ン
に
、
七
瀬
川
両
岸
の

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
灯
籠

の
明
か
り
が
続
く
「
万
灯
籠
」、
子

ど
も
相
撲
大
会
や
神
楽
、
魚
の
つ
か

み
ど
り
、
な
な
せ
市
民
踊
り
、
花
火

な
ど
を
予
定
。

　

大
分
市
内
で
は
、
7
月
か
ら
地

域
や
自
治
会
で
夏
ま
つ
り
が
始
ま

る
。
市
内
で
7
月
に
開
催
予
定
の
夏

ま
つ
り
の
一
部
を
紹
介
。
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７
月
５

日
（
土
）
〜
７
日
（
月
）＝
塩
九
升

通
り
や
長
浜
通
り
、
長
池
通
り
に

は
、
多
く
の
露
店
が
立
ち
並
ぶ
。
縁

起
物
の
名
物「
お
み
か
餅
」も
販
売
。

み
こ
し
・
獅
子
舞
の
巡
行
や
神
楽
の

奉
納
な
ど
も
予
定
。
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７
月
18

（
金
）・
19
日
（
土
）＝
み
こ
し
巡
行

や
奉
納
神
楽
な
ど
を
予
定
。
境
内

や
参
道
に
は�
����

基
の
「
立
て
燈

籠
」
が
立
ち
並
ぶ
。
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７
月
19
日
（
土
）＝
子
ど
も
み
こ
し
、

子
ど
も
広
場
、
稙
田
西
中
学
校
吹

奏
楽
部
演
奏
、
横
西
子
ど
も
太
鼓

演
奏
、
富
士
見
が
丘
民
謡
ク
ラ
ブ

演
奏
、
七
瀬
子
ど
も
神
楽
、
ジ
ャ
ン

ボ
竹
灯
籠
点
火
な
ど
を
予
定
。
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７
月
19
日

（
土
）・
20
日
（
日
）＝
大
分
高
校
書

道
部
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、

明
野
混
声
合
唱
団
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
ふ

る
さ
と
踊
り
大
会
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
花

火
な
ど
を
予
定
。
熱
中
症
を
考
慮

し
て
、
子
ど
も
縁
日
や
抽
選
会
は

あ
け
の
ア
ク
ロ
ス
館
内
で
行
う
。
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７
月
20
日
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保
護
犬
や
保
護
猫

の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
ホ
ゴ
ハ
グ
マ
ル
シ
ェ
」

が
６
月
１
日
、Ｊ
Ｒ

大
分
駅
前
で
あ
っ
た
。

　

大
分
市
の
画
家
、

池
永
と
も
か
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
初
開

催
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
雑
貨
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
24
店

舗
が
駅
前
広
場
に
出

店
。
お
お
い
た
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の

ブ
ー
ス
で
は
、
犬
や

猫
の
譲
渡
会
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
Ｐ
Ｒ
。

ま
た
、
池
永
さ
ん
の

ブ
ー
ス
で
は
、
そ
の

場
で
描
い
た
犬
や
猫

の
似
顔
絵
を
販
売
し

た
。

　

ペ
ッ
ト
同
伴
で
来

場
し
て
い
る
人
も
多

く
、
ほ
か
の
飼
い
主

や
来
場
者
と
ペ
ッ
ト

談
義
に
花
が
咲
く
光

景
も
見
ら
れ
た
。

　

会
場
で
の
寄
付
や

似
顔
絵
の
売
り
上
げ

は
、
県
内
で
保
護
猫

活
動
を
行
う
５
つ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
に
寄
付
さ
れ
る
。
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夏のくじゅう高原を
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